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ノバシステム株式会社：2025年 12月期決算を発表 

今期営業利益 1.9倍へ回復見通し、2030年売上高 150億円・営業利益率 15％へ 

 

当社は本日、2025年 12月期決算を発表いたしました。内容につきましては、以下及び

「2025年 12月期 決算短信［日本基準］（非連結）」、「2025年 12月期決算説明資料」を

ご覧ください。 

 

記 

 

１．2026年 12月期は営業利益 1.9倍へ回復見通し 

 

  2025年 12月期は、不採算案件が要因となり一時的に減益となりましたが、今期は上期

において、不採算案件の正常化が更に進むことによって従来の利益率水準へ回復する見

通しであります。 

 

 

２．2030年売上高 150億円・営業利益率 15％へ 

 

  当社は、中期的な展望である「VISION 2030」において、2030年に売上高 150億円、 

営業利益率 15％の目標を掲げており、請負案件比率の向上、AI活用による生産性の向上、

生成 AIや CRMプラットフォームを基盤とする高度先端案件へのシフト等を通じて、更な

る企業価値の向上に努めてまいります。 

 

以 上 
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2025 年12 月期決算を発表

今期営業利益1.9 倍へ回復見通し
2030 年売上高150 億円・営業利益率 15 ％へ
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請負案件比率 準委任案件比率

2030 年までに 営業利益率15% を目標

利益改善余地の大きい請負案件比率を現在の 50% 台から 60% へ増加させ収益性の向上を図る

売上高における案件比率

業績

売上高

営業利益

営業利益率

2025 年12 月期 2030 年12 月期 目標

6,716 百万円 15,000 百万円

324  百万円 2,250 百万円

4.8 % 15 %

主要KPI

2025 年12 月期 2030 年12 月期 目標

50.6 % 60 %

40  人 100 人

請負案件比率

AIエンジニア



© NOVA SYSTEM CO.,LTD. ALL RIGHTS RESERVED

c

財務ハイライト

2025 年12 月期は不採算案件が要因となり一時的に減益となった

2026 年12 月期は上半期に不採算案件の正常化が進むことで従来の利益率水準へ回帰する予定

利益は約1.9 倍を計画

4,075 4,173 

4,626 

5,422 

6,461 
6,716 

7,535 

198 

102 330 

490 528 324 

617 

50

550

1,050

3,000

5,000

7,000

9,000
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売上高（百万円） 営業利益
+12.2 %YoY

予想

売上高

YoY

+12.2%7,535 百万円

営業利益

YoY

+90.3%617 百万円

当期純利益

YoY

+89.0%442 百万円

売上高と 営業利益の推移
2026 年12 月期

予想

売上高 6,716 百万円

営業利益

YoY

-38.5%324 百万円

当期純利益

YoY

-40.7%234 百万円

不採算案件が発生し減益
2025 年12 月期

実績
YoY

+3.9%
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25/12期 実績 業界平均*1 短期目標 30/12期 目標

成長戦略 営業利益率の向上

当社所属セクターにおける類似上場企業と比較し、一時的に営業利益率は低迷

不採算案件の正常化、 AI活用による生産性向上で業界平均を超える 10% 以上の営業利益率を目指す

※1 当社調べ（情報通信 /SI・ソフトウェア開発 /システム開発セグメントに属する上場企業を中心に平均値を算出）

当社と業界の利益率差
業界平均以上

営業利益率

10 % 以上

短期目標

不採算案件の正常化

2026年12月期上期に正常化見込み

AIによる生産性改善

AI活用の生産性改善案件が牽引

営業利益率

15 %
以上

2030 年12 月期目標

AI成長戦略


	本文
	スライド 1

	本文
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3


